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運用報告書（全体版） 

三菱ＵＦＪ  
海外株式オープン 

 

 
 

第20期（決算日：2019年12月16日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「三菱ＵＦＪ 海外株式オープン」

は、去る12月16日に第20期の決算を行いました。ここ

に謹んで運用状況をご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／海外／株式 

信託期間 無期限（2000年８月11日設定） 

運用方針 

三菱ＵＦＪ 海外株式アクティブマザーファ
ンド受益証券を主要投資対象とし、わが国を
除く世界主要国の株式への分散投資により、
信託財産の長期的な成長をめざします。実質
組入外貨建資産の為替変動リスクに対する
ヘッジは原則として行いません。 

主要運用対象 

ベ ビ ー
ファンド 

三菱ＵＦＪ 海外株式アクティブ
マザーファンド受益証券を主要
投資対象とします。 

マ ザ ー
ファンド 

わが国を除く世界主要国の株式
を主要投資対象とします。 

主な組入制限 

ベ ビ ー
ファンド 

株式および外貨建資産への実質
投資割合に制限を設けません。 

マ ザ ー
ファンド 

株式および外貨建資産への投資
に制限を設けません。 

分配方針 

毎年１回決算（原則として12月15日。ただし、
12月15日が休業日の場合は翌営業日としま
す。）を行い、基準価額水準、市況動向等を勘
案して分配を行う方針です。ただし、分配対
象収益が少額の場合には、分配を行わないこ
とがあります。 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 
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三菱ＵＦＪ 海外株式オープン

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

ＭＳＣＩ ＫＯＫＵＳＡＩ 
イ ン デ ッ ク ス 株   式 

組入比率 
株   式 
先物比率 

投資信託 
証   券 
組入比率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(円換算ベース) 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ ％ 百万円 

16期(2015年12月15日) 12,033 0 2.0 198,414 △ 1.2 95.6 － 1.5 749 

17期(2016年12月15日) 12,044 0 0.1 208,866 5.3 95.8 － 1.0 735 

18期(2017年12月15日) 14,041 0 16.6 234,907 12.5 98.3 － － 840 

19期(2018年12月17日) 13,400 0 △ 4.6 222,933 △ 5.1 96.5 － － 840 

20期(2019年12月16日) 15,876 0 18.5 257,759 15.6 98.2 － － 989 
 

（注） ＭＳＣＩ ＫＯＫＵＳＡＩインデックスとは、MSCI Inc.が開発した株価指数で、日本を除く世界の先進国で構成されています。ＭＳＣＩ

ＫＯＫＵＳＡＩインデックス（円換算ベース）は、ＭＳＣＩ ＫＯＫＵＳＡＩインデックス（米ドルベース）をもとに、委託会社が計算

したものです。また、ＭＳＣＩ ＫＯＫＵＳＡＩインデックスに対する著作権及びその他知的財産権はすべてMSCI Inc.に帰属します。

（注） 外国の指数は、基準価額への反映に合わせて前営業日の値を使用しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しており

ます。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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三菱ＵＦＪ 海外株式オープン

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

ＭＳＣＩ ＫＯＫＵＳＡＩ 
イ ン デ ッ ク ス 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 (円換算ベース) 騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ ％ 

2018年12月17日 13,400 － 222,933 － 96.5 － － 

12月末 12,690 △ 5.3 208,911 △ 6.3 95.9 － － 

2019年１月末 13,604 1.5 222,066 △ 0.4 97.3 － － 

２月末 14,628 9.2 235,306 5.5 98.5 － － 

３月末 14,719 9.8 236,366 6.0 97.6 － － 

４月末 15,502 15.7 246,512 10.6 98.3 － － 

５月末 14,597 8.9 229,852 3.1 97.0 － － 

６月末 14,875 11.0 237,784 6.7 96.9 － － 

７月末 15,375 14.7 243,975 9.4 97.9 － － 

８月末 14,501 8.2 231,443 3.8 96.0 － － 

９月末 14,718 9.8 238,499 7.0 98.5 － － 

10月末 15,294 14.1 247,420 11.0 98.7 － － 

11月末 15,901 18.7 256,358 15.0 98.6 － － 

(期  末)        

2019年12月16日 15,876 18.5 257,759 15.6 98.2 － － 
 

（注） 騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しており

ます。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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三菱ＵＦＪ 海外株式オープン

運用経過
第20期：2018年12月18日～2019年12月16日

当期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

第 2 0 期 首 13,400円
第 2 0 期 末 15,876円
既払分配金 0円
騰 落 率 18.5％

（円） （百万円）
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三菱ＵＦＪ 海外株式オープン

基準価額の主な変動要因

基準価額は期首に比べ18.5％の上昇となりました。
基準価額の動き

ファンドの騰落率は、ベンチマークの騰落率（15.6％）を2.9％
上回りました。

ベンチマークとの差異

株式市況の上昇が基準価額の上昇要因となりました。
個別銘柄では米国において不動産情報の提供やオンラインでの不
動産マーケットプレイスを運営するCOSTAR GROUP INCや、
電気自動車メーカーであるTESLA INCの株価が、好調な業績等
を受け上昇したことが基準価額の上昇に寄与しました。

上昇要因

為替市況が対米ドルや対ユーロで円高に進んだこと等が基準価額
の下落要因となりました。

下落要因

三菱ＵＦＪ 海外株式オープン
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三菱ＵＦＪ 海外株式オープン

第20期：2018年12月18日～2019年12月16日

投資環境について

  海外株式市況
海外株式市況は上昇しました。
海外株式市況は、米中通商問題の動向や、
米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）の金融
政策の動向に左右される展開となりまし
たが、期を通しては上昇しました。2018
年12月には景気や米国の金融政策への懸
念から株価は下落しましたが、その後米
中通商交渉が進展することへの期待感や
ＦＲＢの金融緩和的な姿勢から、株価は
上昇しました。2019年５月上旬にはトラ

ンプ米大統領が突如対中制裁関税引き上
げを表明し、米中貿易交渉の先行き不透
明感の高まりから株価は下落する場面が
ありましたが、米中が閣僚級貿易協議を
開催することに合意したことや、その後
協議の進展を示唆する米国高官の発言等
を受け両国の関係が改善するとの期待が
広まり、株価は上昇しました。
円は、米ドルやユーロといった主要通貨
に対して上昇しました。

当該投資信託のポートフォリオについて

  三菱ＵＦＪ 海外株式オープン
当ファンドは三菱ＵＦＪ海外株式アク
ティブマザーファンド受益証券に投資し、
組入比率を高水準（90％以上）に維持し
ました。

  三菱ＵＦＪ 海外株式アクティブマ
ザーファンド
中長期的にベンチマークを上回る投資成
果を目指します。
個別銘柄選択にあたっては、株価に割安
感があり、独自の成長テーマを持った銘
柄に注目して選別的投資を実施しました。
組入銘柄数は、期首、94銘柄としました

が、株価水準や業績動向などを勘案し、
成長性に魅力のある銘柄への入れ替えを
行いつつ、割高と判断された銘柄の売却
を実施し、期末には78銘柄としました。
国・地域別配分に関しては、北米、欧州、
アジア・オセアニアともに、概ねニュー
トラルとしました。業種別配分に関して
は、情報技術セクターをオーバーウェイ
ト、金融セクターをアンダーウェイトと
しました。
新規組入、全売却した主な銘柄は、米国
のROPER TECHNOLOGIES INC等を新
規に組入れ、FLUOR CORP等を全売却し
ました。

三菱ＵＦＪ 海外株式オープン
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三菱ＵＦＪ 海外株式オープン

当該投資信託のベンチマークとの差異について

  三菱ＵＦＪ 海外株式オープン
ファンドの騰落率は、ベンチマークであるMSCI 
KOKUSAIインデックス（円換算ベース）の騰落率
（15.6％）を2.9％上回りました。

マザーファンド保有以外の要因
信託報酬等の費用がマイナスに影響しました。

マザーファンド保有による要因
プラス要因
個別銘柄選択効果においては、素材セクターや一般消
費財・サービスセクターがプラスに寄与しました。ま
た、業種別配分効果では、情報技術セクターのオー

（％）

2018/12/17 ～ 2019/12/16
0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

基準価額（ベビーファンド）と
ベンチマークの対比（騰落率）

バーウェイトやエネルギーセクターのアンダーウェイトがプラスに寄与しました。
個別銘柄では主に、米国において不動産情報の提供やオンラインでの不動産マーケットプレ
イスを運営するCOSTAR GROUP INCや、電気自動車メーカーであるTESLA INCの個別銘
柄選択等がプラスに寄与しました。

三菱ＵＦＪ 海外株式オープン
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三菱ＵＦＪ 海外株式オープン

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

  三菱ＵＦＪ 海外株式オープン
マザーファンド受益証券の組入比率は、
引き続き高水準（90％以上）を維持する
方針です。

  三菱ＵＦＪ 海外株式アクティブマ
ザーファンド
株式の組入比率については、運用の基本
方針にしたがい、引き続き高水準（90％

以上）を維持する方針です。業種配分と
銘柄選定におけるアクティブ戦略により、
中長期的にベンチマークを上回る投資成
果をめざします。国・地域別配分につい
ては、北米、欧州、アジア・オセアニア
ともに、当面、ニュートラルとする方針
です。個別銘柄選択では、引き続き、株
価に割安感があり、独自の成長テーマを
持った銘柄に注目しています。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第20期
2018年12月18日～2019年12月16日

当期分配金（対基準価額比率） －（－％）

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 9,074

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

三菱ＵＦＪ 海外株式オープン
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三菱ＵＦＪ 海外株式オープン

2018年12月18日～2019年12月16日

１万口当たりの費用明細

（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費
用は、このファンドが組み入れている親投資信託
が支払った金額のうち、当ファンドに対応するも
のを含みます。

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 238 1.618 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (111) (0.755) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (111) (0.755) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) ( 16) (0.108) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 12 0.080 (ｂ)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

( 株 式 ) ( 12) (0.080)

(ｃ)有価証券取引税 2 0.011 (ｃ)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数
有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

( 株 式 ) (  2) (0.011)

(ｄ)そ の 他 費 用 8 0.057 (ｄ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 保 管 費 用 ) (  8) (0.053) 有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用
( 監 査 費 用 ) (  0) (0.003) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用
( そ の 他 ) (  0) (0.000) 信託事務の処理等に要するその他諸費用

合　　計 260 1.766

期中の平均基準価額は、14,719円です。

三菱ＵＦＪ 海外株式オープン
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三菱ＵＦＪ 海外株式オープン

（参考情報）
■総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は1.68％です。

（注） 費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注） 各比率は、年率換算した値です。
（注） 前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

運用管理費用（受託会社）
0.11％

その他費用
0.06％

運用管理費用（販売会社）
0.76％

運用管理費用（投信会社）
0.76％総経費率

1.68％

三菱ＵＦＪ 海外株式オープン
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三菱ＵＦＪ 海外株式オープン

○売買及び取引の状況 (2018年12月18日～2019年12月16日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
三菱ＵＦＪ 海外株式アクティブマザーファンド 72,694 147,690 82,427 168,266 

 
 
 

○株式売買比率 (2018年12月18日～2019年12月16日) 

 

項 目 
当 期 

三菱ＵＦＪ 海外株式アクティブマザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 2,544,377千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 4,306,707千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.59   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2018年12月18日～2019年12月16日) 

 

＜三菱ＵＦＪ 海外株式オープン＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜三菱ＵＦＪ 海外株式アクティブマザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替直物取引 890 － － 2,361 197 8.3 

平均保有割合 20.7%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪ銀行、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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三菱ＵＦＪ 海外株式オープン

○組入資産の明細 (2019年12月16日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

三菱ＵＦＪ 海外株式アクティブマザーファンド 457,548 447,815 987,612 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2019年12月16日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

三菱ＵＦＪ 海外株式アクティブマザーファンド 987,612 99.0 

コール・ローン等、その他 10,370 1.0 

投資信託財産総額 997,982 100.0 
 

（注） 三菱ＵＦＪ 海外株式アクティブマザーファンドにおいて、期末における外貨建純資産（4,250,548千円）の投資信託財産総額（4,276,214

千円）に対する比率は99.4％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、期末における邦貨換算レートは

以下の通りです。 

１アメリカドル＝109.43円 １カナダドル＝83.04円 １ユーロ＝121.74円 １イギリスポンド＝146.13円 

１スイスフラン＝111.19円 １スウェーデンクローネ＝11.66円 １ノルウェークローネ＝12.11円 １デンマーククローネ＝16.29円 

１オーストラリアドル＝75.27円 １香港ドル＝14.03円   

 

 

親投資信託残高 
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三菱ＵＦＪ 海外株式オープン

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2019年12月16日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 997,982,073   

 コール・ローン等 10,311,698   

 三菱ＵＦＪ 海外株式アクティブマザーファンド(評価額) 987,612,171   

 未収入金 58,204   

(B) 負債 8,035,978   

 未払解約金 464,770   

 未払信託報酬 7,555,638   

 未払利息 14   

 その他未払費用 15,556   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 989,946,095   

 元本 623,538,729   

 次期繰越損益金 366,407,366   

(D) 受益権総口数 623,538,729口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 15,876円 
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 627,356,900円 

期中追加設定元本額 153,172,493円 

期中一部解約元本額 156,990,664円 

また、１口当たり純資産額は、期末1.5876円です。 

 

○損益の状況 (2018年12月18日～2019年12月16日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △      2,785   

 受取利息 30   

 支払利息 △      2,815   

(B) 有価証券売買損益 150,965,892   

 売買益 172,244,963   

 売買損 △ 21,279,071   

(C) 信託報酬等 △ 14,756,382   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 136,206,725   

(E) 前期繰越損益金 112,314,812   

(F) 追加信託差損益金 117,885,829   

 (配当等相当額) (  316,912,338)  

 (売買損益相当額) (△199,026,509)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 366,407,366   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 366,407,366   

 追加信託差損益金 117,885,829   

 (配当等相当額) (  317,289,930)  

 (売買損益相当額) (△199,404,101)  

 分配準備積立金 248,521,537   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②分配金の計算過程 

項 目 
2018年12月18日～ 
2019年12月16日 

費用控除後の配当等収益額 18,023,414円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 81,486,938円 

収益調整金額 317,289,930円 

分配準備積立金額 149,011,185円 

当ファンドの分配対象収益額 565,811,467円 

１万口当たり収益分配対象額 9,074円 

１万口当たり分配金額 －円 

収益分配金金額 －円 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 
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